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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，精神障害者の生活機能（社会で生活する能力）の変化を検討し，精神障害
者の生活機能に対する精神科デイケアのリハビリテーション効果を明らかにすることである。方法は，郵送法で質問票
を用いた調査を行った。質問票には，生活機能評価尺度を用いた。精神科デイケアを利用している精神障害者は，一定
の生活機能を維持していた。生活機能の変化には，通所目的の有無，通所目的に対する達成度が影響していた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify the rehabilitation effect of psychiatry 
day care basing on the daily life function with users. The method used was a questionnaire survey sent 
out by post. This study clarified that psychiatry day care users had the daily life function to certain 
extent. The achievement of purpose and the existence of purpose had influenced change of the daily life 
function.

研究分野： 看護学
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１．研究開始当初の背景 
（１）精神障害者のリハビリテーションにお

ける精神科デイケアの重要性 

 障害者総合支援法が施行され，精神障害者

のリハビリテーションはこれまで以上に重

要になっている。精神科リハビリテーション

の目標は，精神保健福祉対策上では「精神障

害者が完全に自立した生活をすること」であ

る。臨床専門家の間では「精神障害者が支援

を受けながら社会で生活すること」という現

実的なリハビリテーション目標に変化して

いるが，精神障害者の社会生活を支える施設

や体制の不十分さが問題になっている。 

その中で精神科デイケアは，生活技能を身

につけるなどの生活支援と，再入院の予防な

どの医療を提供している。そのため，精神科

デイケアは，精神保健福祉対策の施設の中で

「精神障害者が支援を受けながら社会で生活

する」という現実的なリハビリテーション目

標に最も適した支援を提供している施設で

あるという点で，非常に重要な施設である。 

（２）リハビリテーションにおける精神科デ

イケア研究の課題 

精神科デイケアのリハビリテーションに

関する研究は，主に精神科デイケア通所者の

生活技能に対する効果や，再入院予防などの

医療に対する効果について検討されている。

しかし，精神科デイケア通所者の生活技能へ

の効果に関する研究は，研究者によって着目

する生活技能と，その生活技能を測定する尺

度が異なるため，精神科デイケアのリハビリ

テーション効果を共通指標として示すこと

はできていない問題点がある。また，精神障

害者が社会で生活する能力を把握する試み

はなされてきたが，生活技能や生活の質など

の生活の一部の能力しか把握できなかった。  

2001 年に発表された ICF（国際生活機能分

類）は，「社会で生活する能力」を生活機能

という側面から捉えられることを提言した。

ICF は，生活様式や文化の異なる国々が共通

理解する手段として，世界から期待されてい

る。ただし，ICF の具体的な活用方法につい

ては使用者にゆだねられている状況である。

ICF に関する研究が積み重ねられているもの

の，ほとんどは ICF の説明や ICF の概念図の

みを使用した研究である。そのため，精神障

害者の生活機能に関する精神科デイケア研

究は少なく，「精神障害者が支援を受けなが

ら社会で生活すること」に対する精神科デイ

ケアの効果を明らかにできていない問題点

がある。 

（３）応募者がこれまでに行った「精神障害

者が支援を受けながら社会で生活すること」

に対する精神科デイケア研究と今後の研究 

リハビリテーションにおける精神科デイ

ケア研究の課題から，ICF を具体的に活用し，

精神障害者の社会で生活する能力，すなわち

生活機能を把握する「精神障害者生活機能評

価尺度」を開発した。これによって，精神障

害者の生活機能を把握することが可能にな

った。精神障害者の生活機能はどのように変

化するかが解明されていないため，開発した

「精神障害者生活機能評価尺度」を使用し，

精神科デイケア通所者の生活機能の３カ月

間の変化を検討した。その結果，３カ月間と

いう期間で精神科デイケア通所者の生活機

能は向上したことを明らかにした。 

その後，精神障害者の生活機能の１年間の

変化を検討した。その結果，精神科デイケア

通所者は１年前と同じ生活機能を維持して

いたが，精神病院外来通院患者は１年前より

も生活機能が低下したことを明らかにした。

通所期間によって，生活機能の変化に差がみ

られた。これまでの研究から，精神障害者の

生活機能は，単に右肩上がりに向上するので

はなく，変化しながら少しずつ向上していく

可能性のあることを明らかにした。 

ただし，生活機能の経時的変化の特徴とそ

の理由は解明されていないため，精神科デイ

ケアのリハビリテーション効果を示すまで

には至っていない。生活機能の経時的変化の

特徴が不明であること，精神科デイケア通所

者の平均通所期間は約４年間であることか

ら，今後の研究では４年間の縦断研究をし，

生活機能の経時的変化の特徴とその理由を

明らかにする必要性がみえてきた。 

 

２．研究の目的 

平成２４年度から２７年度の４年間で，以下

のことを明らかにする。 

（１）精神障害者の生活機能の変化を明らか

にする。 

（２）精神障害者の生活機能の変化に影響を

与える背景要因を明らかにする。 

（３）精神障害者の生活機能の経時的変化の

特徴から，精神科デイケアのリハビリテー 



ションの効果を明らかにする。 

 
３．研究の方法 
（１）研究方法の概要 

平成２４年度から２７年度は，精神障害者 

の生活機能に対する精神科デイケアの効果

を明らかにするために，縦断研究を行った。

質問票を用いた調査を４回実施した。調査か

ら得られたデータは，統計的に分析した。 

（２）平成２４年度の研究方法 

平成２４年度は，４年間の縦断調査のうち 

１年目（第１回目調査）を実施した。調査対

象は，全国の病院付設型精神科デイケアの利

用者（統合失調症），および就労継続支援施

設の利用者（統合失調症）であった。調査方

法は，質問票を用いた調査を郵送法で行った。

質問票の主な内容は，精神障害者生活機能評

価尺度，J-RAS，背景に関すること(年齢，性

別，同居家族の有無など)，通所に関するこ

と（通所目的，通所期間など）であった。 

（３）平成２５年度の研究方法 

平成２５年度は，４年間の縦断調査のうち 

２年目（第２回目調査）を実施した。調査対

象は，平成２４年度の対象者と同様であった。

調査方法は，平成２４年度の調査から１年後

の追跡調査であった。質問票を用いた調査を

郵送法で行った。質問票の内容は，平成２４

年度の質問紙と同様であった。 

（４）平成２６年度の研究方法 

平成２６年度は，４年間の縦断調査のうち 

３年目（第３回目調査）であった。調査対象

は，平成２４年度の対象者と同様であった。

調査方法は，平成２４年度の調査から２年後

の追跡調査であった。質問票を用いた調査を

郵送法で行った。質問紙の内容は，平成２４

年度の質問紙と同様であった。 

（５）平成２７年度の研究方法 

平成２７年度は，４年間の縦断調査のうち 

４年目（第４回目調査）であった。調査対象

は，平成２４年度の対象者と同様であった。

調査方法は，平成２４年度の調査から４年後

の追跡調査であった。質問票を用いた調査を

郵送法で行った。質問紙の内容は，平成２４

年度の質問紙と同様であった。 

（６）倫理的配慮と調査手続き 

本研究は，厚生労働省の臨床研究に関する

倫理指針にもとづき，実施した。対象施設の

長に研究の趣旨を文書で説明し，研究に対す

る同意を得た。その上で，施設利用者に研究

の趣旨，自由意思の尊重，同意の撤回の自由，

個人情報の保護を文書で説明した。質問票へ

の回答をもって，同意を得たこととした。質

問紙は，封筒を厳封した上で回収箱を介して

回収した。なお，本研究は研究者が所属する

施設の倫理委員会の承認を得た。 

 

４．研究成果 

（１）平成２４年度の研究 

対象者は，精神科デイケア利用者 500 名，

就労継続支援施設利用者 805 名であった。

対象者のうち，調査の協力が得られ，質問

項目に未回答や重複のない者を分析対象と

した。分析対象は，精神科デイケア利用者

384 名(69.8％)，就労継続支援施設利用者

484 名(60.1％)であった。 

統計分析の結果，以下のことが明らかに

なった。精神科デイケアと就労継続支援施

設の利用者は一定の社会で生活する能力，す

なわち生活機能を維持していた。生活機能

の高い利用者は自己主張する能力が高かっ

た。自分で家事を行うかどうか，同居して

いる家族によって，生活機能に差がみられ

た。 

精神科デイケア利用者は，通所目的をも

っている方が通所目的をもっていないより

も生活機能が高かった。また，通所目的の

達成度が高い利用者は通所目的の達成度が

低い利用者より生活機能が高かった。就労

継続支援施設利用者でも同様の結果であっ

たが，精神科デイケア利用者にこの特徴が

著しかった。 

生活機能の変化に影響する背景要因は，

通所目的をもっていること，通所目的に対

する達成度が高いこと，自分で家事を行う

こと，同居者の有無が予測された。 

（２）平成２５年度の研究 

統計分析の結果，精神障害者は１年後も

継続して一定の生活機能を維持していた。

生活機能に変化がみられた精神障害者では，

通所目的をもっていること，通所目的に対

する達成度が高いことが生活機能の変化に

影響していた。 

（３）平成２６年度の研究 

統計分析の結果，精神障害者は平成２４

年度から２年後も継続して一定の生活機能

を維持していた。生活機能に変化がみられ



た精神障害者は，通所目的の有無，通所目

的に対する達成度が生活機能の変化に影響

していた。 

（４）平成２７年度の研究 

統計分析の結果，精神障害者は平成 24

年度から３年後も継続して一定の生活機能

を維持していた。生活機能に変化がみられ

た精神障害者は，通所目的の有無，通所目

的に対する達成度が生活機能の変化に影響

していた。 
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